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マ
マ
︶里
吉
川
按
見
川
江
川
は
吉
川
な
り
︒
佐
用
・
平
福
・
長
谷
︑
こ
れ
み
な
今
江
川
郷
と
い
へ
り
︵
︶
︒
神
名
帳
佐
用
都
比
賣
神
社
も
此
あ
た
り
に
あ
り
︒
○
按
見
川
︑
今
平
福
よ
り
18
久
崎
村
・
上
月
村
あ
た
り
へ
な
か
れ
出
る
川
あ
り
︒
ま
た
一
は
宍
粟
郡
千
草
村
の
奥
よ
り
な
か
れ
出
て
︑
久
崎
村
・
大
酒
村
︑
此
邊
よ
り
一
に
な
り
て
︑
下
は
赤
穂
郡
上
郡
村
へ
な
か
れ
︑
そ
れ
よ
り
坂
越
浦
の
西
を
な
か
れ
て
海
に
い
る
川
あ
り
︒
こ
の
川
を
佐
用
︑
ま
た
上
郡
村
あ
た
り
ま
て
に
は
ク
マ
ミ
川
と
い
ひ
て
︑
文
字
は
隈
見
と
か
け
り
︒
経
歴
考
に
は
熊
見
と
み
え
た
り
︒
ク
マ
ミ
は
ク
ラ
ミ
の
訛
り
な
る
へ
し
︒
○
速
湍
里
佐
用
郡
の
西
の
端
に
て
︑
今
一
里
は
か
り
ゆ
け
は
美
作
国
な
り
︒
○
柏
原
里
︵
︶
19
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中
川
里
船
引
山
今
三
日
月
里
わ
た
り
に
︑
船
引
氏
か
す
〳
〵
あ
り
︵
︶
︒
船
引
山
は
本
ノ
︵
朱
書
︶
マ
ヽ
20
○
雲
濃
里
︵
︶
21
△
宍
(
朱
筆
)
マ
ヽ禾
郡
○
比
治
里
宇
波
良
比
良
美
川
音
比
治
︑
今
三
村
と
な
れ
り
︒
山
崎
里
よ
り
南
︑
少
し
西
へ
よ
れ
り
︒
此
間
廿
五
六
丁
あ
り
︒
宍
粟
郡
の
南
の
端
に
し
て
︑
揖
保
郡
の
さ
か
ひ
に
あ
り
︒
○
宇
波
良
︑
今
宇
原
村
は
山
崎
よ
り
南
東
方
に
て
︑
一
里
あ
ま
り
あ
り
︒
○
比
良
美
は
山
崎
よ
り
五
十
丁
は
か
り
南
西
の
方
に
あ
た
り
て
︑
今
は
揖
東
郡
に
属
て
︑
香
山
の
北
比
治
村
の
南
な
り
︒
︿
こ
れ
揖
保
・
宍
禾
の
さ
か
ひ
な
り
﹀
○
川
音
︑
こ
も
山
崎
よ
り
三
十
丁
は
か
り
︒
川
の
東
に
川
戸
村
あ
り
︒
高
家
里
︵
︶
都
太
川
塩
村
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都
太
川
︑
山
崎
よ
り
三
里
は
か
り
西
北
に
都
多
村
あ
り
︒
是
か
︒
○
塩
村
は
安
師
よ
り
十
丁
は
か
り
南
に
塩
野
村
あ
れ
と
︑
こ
れ
に
は
あ
ら
て
︑
山
崎
よ
り
西
の
方
に
塩
田
村
あ
り
︒
是
か
︒
︻
附
箋
︼
高
家
古
言
梯
に
︑
信
濃
佐
渡
郷
名
高
家
を
タ
キ
ヘ
︑
ま
た
タ
カ
ヘ
︑
タ
ケ
ヘ
と
か
な
つ
け
あ
り
︒
柏
野
里
土
間
土
方
郷
塩
野
村
ま
た
柏
野
郷
菅
野
な
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
︒
土
間
︑
山
崎
よ
り
一
里
は
か
り
西
に
土ヒチ
間マ
村
あ
り
︒
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
︶
︵
近
藤
︶
―39―
安
師
里
酒
加
山
崎
よ
り
五
十
丁
東
南
の
方
な
り
︒
さ
て
和
名
抄
に
は
安
志
と
い
ふ
郷
名
あ
り
て
︑
安
師
と
い
ふ
は
な
く
︑
此
記
に
は
安
志
の
号
な
し
︒
さ
れ
と
和
名
抄
に
假
字
な
け
れ
は
︑
阿
那
之
と
よ
む
か
︒
阿
年
志
と
よ
む
に
か
知
か
た
し
︒
ま
た
文
治
二
年
九
月
五
日
源
頼
朝
卿
の
古
文
に
も
︑
安
志
庄
林
田
庄
室
御
厨
と
あ
れ
と
︑
こ
も
か
な
ゝ
け
れ
は
︑
い
か
に
訓
し
に
や
︒
今
は
阿
牟
自
と
い
へ
り
︒
そ
は
と
も
あ
れ
︑
か
く
も
あ
れ
︑
須
加
と
い
ふ
處
も
安
志
よ
り
十
二
三
丁
は
か
り
西
に
あ
れ
は
︑
こ
れ
そ
こ
の
安
師
里
な
る
事
は
論
ひ
な
し
と
思
ふ
︒
折
し
も
︑
但
馬
考
を
み
れ
は
︿
此
考
は
宝
暦
元
年
に
出
石
儒
桜
井
良
幹
の
著
述
な
り
﹀
出
石
郡
安
美
郷
ノ
内
成
支
名
・
安
富
名
・
福
成
名
ナ
ト
ア
リ
︒
安
美
ハ
今
穴
見
谷
ナ
レ
ト
︑
其
名
ノ
地
ハ
シ
レ
ス
云
々
と
あ
り
︒
和
名
抄
に
は
安
美
と
あ
れ
と
︑
穴
見
と
書
に
よ
り
て
阿
奈
身
と
よ
む
こ
と
し
ら
れ
た
り
︒
ま
た
餝
磨
郡
の
安
師
は
︑
和
名
抄
に
穴
無
︿
安
奈
之
﹀
と
あ
り
︒
か
れ
か
た
〳
〵
に
よ
り
て
︑
此
処
も
阿
奈
之
な
る
事
し
ら
れ
た
り
︒
安
を
阿
奈
と
よ
む
は
信
濃
・
因
幡
の
例
な
り
︒
△附箋
は
り
ま
鑑
に
︑
石
保
郷
須
加
村
︑
此
ヒ
チ
リ
キ
ノ
宮
ト
云
ハ
︑
今
ハ
遥
拜
宮
ト
モ
申
奉
ル
︒
山
崎
町
ノ
東
北
ニ
ア
タ
リ
テ
大
河
ア
リ
︒
此
河
ノ
東
ノ
ホ
ト
リ
ニ
小
宮
オ
ハ
シ
ケ
ル
︒
神
戸
一
宮
ノ
末
社
ナ
リ
ト
︵
マ
マ
︶と
あ
り
︒
又
熊
ヶ
嶽
石
保
郷
棧
村
ニ
ア
リ
︒
山
崎
ヨ
リ
二
里
北
と
み
え
た
り
︒
石
作
里
伊
加
麻
川
伊
加
麻
川
は
今
五
十
波
と
書
て
イ
カ
バ
と
い
ひ
て
︵
︶
︑
山
崎
よ
り
丑
寅
方
一
里
は
か
り
あ
り
︒
正
し
く
是
な
り
︒
○
附
箋
朝
水
山
城
廣
23
瀬
郷
五
十
波
村
山
崎
ヨ
リ
一
里
北
ニ
ア
タ
ル
高
山
ナ
リ
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
︒
雲
箇
里
山
崎
よ
り
少
し
西
方
な
る
奥
小
屋
村
の
人
の
い
へ
る
に
︑
雲
箇
と
云
處
は
神
戸
の
伊
和
村
よ
り
も
ま
だ
一
里
は
か
り
北
な
り
と
い
へ
り
︒
は
り
ま
圖
繪
に
は
山
崎
よ
り
伊
和
村
ま
て
の
中
ら
に
あ
り
︒
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御
方
里
伊
和
村
山
崎
よ
り
五
里
は
か
り
子
丑
方
な
り
︒
○
伊
和
村
︑
是
は
ま
か
ふ
處
も
な
く
︑
神
名
帳
に
伊
和
坐
大
名
持
御
魂
神
社
︿
名
神
大
﹀
と
あ
る
は
此
處
そ
︒
神
前
郡
︻
附
箋
︼
○
堲
岡
里
粟
鹿
河
内
今
粟
加
と
い
ふ
処
︑
川
辺
村
よ
り
二
里
あ
ま
り
北
に
あ
り
て
︑
や
か
て
生
野
へ
行
道
な
り
︒
川
辺
村
の
川
は
︑
此
粟
加
よ
り
な
か
れ
出
て
下
は
姫
路
の
東
西
市
川
と
船
場
川
と
二
つ
に
な
れ
り
︒
川○
邉
里
勢
賀
川
神
東
東
川
辺
・
西
川
邊
・
東
小
畑
・
西
小
畑
・
浅
野
︑
此
五
村
を
川
邊
郷
と
い
へ
り
︒
ま
た
南
大
貫
・
西
大
貫
の
二
村
は
川
邊
南
庄
と
い
へ
り
︒
○
勢
賀
川
は
瀬
賀
庄
上
瀬
賀
村
・
下
瀬
賀
村
と
二
村
あ
り
︒
此
處
に
流
る
ゝ
川
な
る
へ
し
︒
川
辺
村
は
姫
路
よ
り
五
里
あ
ま
り
丑
方
︑
上
瀬
賀
は
六
里
あ
ま
り
︑
下
瀬
賀
は
五
里
は
か
り
︒
こ
れ
も
丑
方
に
あ
た
れ
り
︒
高
岡
里
奈
具
佐
山
神
西
山
崎
・
福
田
・
神
谷
・
桜
・
長
野
・
板
坂
・
田
口
・
馬
田
︑
是
ら
高
岡
庄
な
り
︒
山
崎
は
姫
路
よ
り
丑
方
︑
福
田
村
・
神
谷
村
・
桜
村
な
と
は
戌
亥
方
に
て
︑
い
つ
れ
も
四
里
は
か
り
な
り
︒
ま
た
西
谷
・
西
治
・
恒
屋
・
中
村
・
久
畑
︑
此
村
と
も
は
高
岡
南
庄
と
い
へ
り
︒
西
治
・
恒
屋
は
亥
子
方
に
て
三
里
は
か
り
あ
り
︒
○
奈
具
佐
山
は
今
七
種
山
と
か
け
り
︒
姫
路
よ
り ︵朱
筆
︶
本
ノ
マ
ヽ
多
馳
里
八
千
軍
野
東
こ
の
馳
も
ま
た
曰
多
馳
と
あ
る
馳
も
︑
と
も
に
駄
の
誤
に
て
︑
こ
ゝ
の
文
は
タ
ヽ
ニ
コ
フ
カ
モ
ト
ノ
リ
玉
ヒ
キ
︒
カ
レ
タ
ヽ
ト
イ
フ
と
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
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な
く
て
は
聞
え
か
た
し
︒
そ
の
上
タ
ヽ
と
い
ふ
據
は
︑
蔭
山
庄
の
内
に
多
田
村
東
西
と
二
村
あ
り
︒
多
田
村
は
姫
路
よ
り
三
里
丑
方
な
り
︒
○
八
千
軍
野
は
︑
か
ち
や
村
・
小
倉
村
・
庄
村
・
余
田
村
を
今
八
千
種
庄
と
い
へ
り
︒
鍛
治
屋
庄
村
は
上
の
多
田
村
の
隣
に
て
︑
丑
寅
方
三
里
は
か
り
あ
り
︒
小
倉
は
丑
方
に
て
三
里
半
︑
余
田
は
戌
亥
方
に
あ
た
り
て
四
里
半
は
か
り
︒
蔭
山
里
冑
岡
東
今
蔭
山
庄
に
属
る
村
数
三
十
は
か
り
も
あ
り
て
︑
い
と
廣
き
庄
な
り
︵
︶
︒
多
田
も
此
内
に
あ
り
︒
姫
路
よ
り
近
き
處
は
一
里
は
か
り
︒
遠
24
き
處
は
四
里
は
か
り
も
あ
り
︒
い
つ
れ
も
丑
寅
方
な
り
︒
○
冑
岡
︑
今
唯
一
つ
離
れ
た
る
山
あ
り
︒
山
上
に
八
幡
大
神
坐
り
︒
俗
に
冑
の
八
幡
と
い
へ
り
︒
○付箋
は
り
ま
鑑
に
︑
甲
八
幡
宮
蔭
山
庄
在
江
鮒
︵
朱
筆
︶
マ
ヽ
村
村
︵
衍
カ
︶よ
り
一
丁
北
方
御
黒
印
社
領
五
石
社
家
木
村
俗
ニ
山
ノ
形
︑
甲
ニ
似
タ
ル
故
︑
甲
八
幡
ト
云
と
あ
り
て
︑
次
に
甲
社
︑
神
名
帳
ニ
入
神
后
尊
御
甲
ヲ
納
メ
玉
フ
故
ト
モ
云
︒
古
処
集
か
け
山
の
︑
甲
の
社
︑
ぬ
か
つ
け
よ
︑
い
く
よ
久
し
き
︑
神
か
そ
の
山
︒
三
木
通
重
と
あ
り
︒
お
も
ふ
に
是
は
二
処
に
は
あ
ら
す
︒
一
社
の
混
ひ
た
る
な
る
へ
し
︒
今
神
東
郡
な
り
︒
的
部
里
石
坐
神
山
こ
の
二
處
︑
今
多
可
郡
に
あ
り
︒
寛
文
の
頃
の
高
帳
に
も
多
可
郡
な
り
︒
此
記
の
な
れ
る
頃
は
︑
此
邊
ま
て
も
神
前
郡
な
り
し
か
︒
ま
た
高
帳
に
石
坐
神
村
に
イ
サ
リ
カ
ミ
ム
ラ
と
か
な
あ
り
︒
猶
ま
た
此
郡
の
は
し
め
に
み
え
た
る
生
野
は
今
の
生
野
か
︒
さ
ら
は
こ
も
但
馬
國
内
な
り
︒
此
但
馬
国
の
生
野
へ
行
に
は
︑
上
に
あ
る
川
辺
里
を
北
へ
行
々
て
︑
此
郡
を
は
な
る
れ
は
生
野
な
り
︒
︻
附
箋
︼
都
麻
今
津
万
村
比
也
山
比
也
野
今
比
延
村
下
比
延
村
二
村
ア
リ
︒
上
比
延
村
モ
ア
リ
︒
東
条
東
条
内
垂
井
郷
鹿
野
村
と
も
あ
り
︒
菅
田
小
田
厚
利
□
依
小
沢
吉
井
松
沢
豊
地
久
米
谷
新
条
念
仏
天
神
―42―
神
谷
木
梨
岩
屋
都
市
︻
附
箋
︼
八
幡
宮
津
万
庄
津
万
村
御
朱
印
十
二
石
余
と
あ
り
︒
ま
た
柏
谷
山
西
林
寺
津
万
庄
小
坂
村
と
も
あ
り
︒
ま
た
比
延
山
城
妻
庄
比
延
村
と
も
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
︒
託
賀
郡
︵
︶
春
日
大
明
神
︿
黒
田
庄
田
高
村
︑
石
原
村
と
あ
り
︒
ま
た
黒
田
村
と
い
ふ
も
あ
り
︒
は
り
ま
鑑
に
﹀
25
津
万
庄
比
延
村
高
多
庄
荒
田
村
な
と
今
あ
れ
と
︑
委
し
き
事
を
し
ら
す
︒
︻
附
箋
︼
荒
田
大
明
神
高
多
庄
奥
荒
田
村
社
家
山
崎
出
雲
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
︒
ま
た
荒
田
城
荒
田
村
と
も
︒
は
り
ま
鑑
に
云
︑
白
鹿
山
椅ハ
鹿シカ
寺
真
言
宗
︿
東
条
谷
天
神
村
﹀
御
朱
印
寺
領
十
八
石
余
寺
記
畧
人
皇
三
十○
代
推
古
天
皇
之
御
宇
︒
聖
徳
太
子
遊
二
歴
當
國
一
至
二
此
地
一︒
時
白
鹿
數
十
疋
積
二
霊
木
一
於
二
石
車
一
引
来
焉
︒
太
子
之
従
者
怪
レ
之
︒
椅
二
鹿
之
後
足
一︒
損
二
傷
之
一︒
其
時
彼
鹿
既
為
二
絶
入
一︒
太
子
見
レ
之
而
悲
二
憐
之
一︒
則
向
二
東
方
一︒
拜
二
藥
師
如
来
一︒
仰
二
衆
病
悉
除
之
願
一︒
忽
彼
鹿
之
疵
速
癒
︒
而
皈
二
山
中
一︒
依
レ
之
太
子
以
二
彼
霊
木
一
自
刻
二
藥
師
如
来
之
像
一︒
報
二
謝
佛
恩
一︒
是
則
當
寺
之
本
尊
也
︒
而
後
経
二
奏
聞
一︒
創
二
建
伽
藍
一︒
為
二
勅
願
所
一︒
△
白
鹿
□
椅
鹿
寺
︑
此
里
名
二
椅
鹿
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
︶
︵
近
藤
︶
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谷
一
云
々
と
あ
り
︒
是
は
正
し
く
風
土
記
の
説
の
遺
れ
る
を
︑
か
く
は
と
り
な
せ
し
も
の
也
︒
○
此
処
に
四
ノ
字
︒
△
処
ニ
号
字
︒
□
処
ニ
山
字
脱
た
る
なな
るる
へへ
しし
︵
朱
筆
︶
︒
因
に
い
ふ
︑
法
道
仙
人
の
事
と
て
は
此
記
に
少
も
み
え
さ
る
に
︑
推
古
朝
よ
り
白
雉
の
頃
ま
て
に
︵
朱
筆
︶
に
仙
人
開
基
の
道
場
数
多
あ
る
は
い
か
に
︒
賀
毛
郡
玉
野
村
河
合
郷
鴨
谷
・
コ
セ
・
山
田
・
河
内
・
加
毛
・
穂
積
な
と
あ
れ
と
︑
是
も
く
わ
し
く
は
し
ら
す
︒
三
嚢
郡
志
深
︑
和
名
抄
に
は
此
郡
の
内
な
り
︒
今
も
志
深
庄
池
野
村
に
二
皇
子
の
古
跡
あ
り
と
き
く
︒
さ
て
池
野
村
は
赤
石
郡
の
さ
か
ひ
な
る
よ
し
也
︒
的
部
石
坐
神
山
此
二
処
︑
今
多
可
郡
に
あ
り
︒
ま
た
古
き
高
帳
に
も
多
可
郡
な
り
︒
然
れ
と
も
此
記
の
成
れ
る
頃
は
︑
此
あ
た
り
ま
て
神
前
郡
な
り
し
な
る
へ
し
︒
さ
て
そ
の
高
帳
に
石
坐
神
村
と
か
な
あ
る
は
よ
し
あ
る
こ
と
か
︒
︻
附
箋
︼
は
り
ま
鑑
云
︑
住
吉
四
社
大
明
神
東
条
吉
井
村
ニ
ア
リ
︒
又
住
吉
大
明
神
喜
多
嶋
村
ニ
ア
リ
︒
又
住
吉
大
明
神
垂
井
庄
小
野
町
ノ
下
ニ
ア
リ
︒
コ
ノ
小
野
社
御
朱
印
社
領
十
石
︒
抑
當
社
濫
觴
ノ
古
録
有
シ
処
ニ
兵
火
ノ
為
ニ
紛
失
ス
︒
只
祝
詞
ニ
云
︑
河
内
ノ
別
府
ト
播
磨
神
名
帳
ニ
︑
河
内
大
明
神
ト
云
有
リ
︒
上
古
此
地
ヲ
河
内
庄
ト
名
付
ケ
︑
近
代
改
テ
垂
井
庄
ト
云
と
あ
り
︒
住
吉
大
神
三
処
坐
神
に
河
内
大
明
神
︑
ま
た
河
内
庄
な
と
あ
れ
は
︑
此
小
野
町
下
に
坐
住
吉
大
神
は
神
名
帳
に
載
ら
れ
た
る
住
吉
大
神
社
と
は
聞
ゆ
れ
と
︑
神
宮
寺
の
符
會
の
説
に
は
あ
ら
ぬ
か
︒
猶
よ
く
尋
ね
ま
ほ
し
︒
○
畑
村
・
王
子
村
・
鹿
―44―
野
・
神
樂
山
・
市
場
な
と
︑
垂
井
庄
や
喜
多
島
は
︑
は
り
ま
圖
繪
に
て
み
れ
は
市
場
の
北
畑
村
の
南
に
あ
り
︒
さ
れ
は
是
も
垂
井
庄
な
る
へ
し
︒
︻
附
箋
︼
江
波
八
幡
西
河
合
郷
細
引
村
千
歳
山
新
宮
西
河
合
郷
田
原
村
青
葉
山
河
合
郷
青
葉
野
山
︒
今
ノ
青
野
原
也
と
み
な
︑
は
り
ま
鑑
に
出
た
り
︒
︻
附
箋
︼
は
り
ま
鑑
云
︑
滝
野
︑
瀧
ノ
上
側
ニ
瀧
野
村
ア
リ
︒
川
ヲ
河
合
川
ト
云
︒
粟
生
村
ニ
河
合
太
郎
吉
ト
テ
代
々
大
家
ノ
農
民
ア
リ
︒
ま
た
河
合
城
河
合
郷
新
部
村
︑
ま
た
河
合
城
ア
リ
︒
小
堀
ノ
城
ト
云
︒
河
合
郷
河
合
中
村
ニ
ア
リ
と
も
み
え
た
り
︒
○
阿
形
村
・
島
村
・
粟
生
村
・
長
町
村
︑
是
ら
河
合
郷
な
り
︒
は
り
ま
圖
繪
に
は
︑
瀧
野
の
下
に
河
井
あ
り
︒
そ
の
南
に
新
部
あ
り
︒
ま
た
新
部
の
南
西
に
長
町
村
あ
り
︒
安
政
六
年
己
未
三
月
十
一
日
書
竟
ぬ
︒岡
平
保
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
︶
︵
近
藤
︶
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○
或
人
此
記
を
み
て
い
へ
ら
く
︑
明
石
郡
は
巻
首
な
れ
は
︑
欠
も
し
け
ん
を
︑
中
ら
な
る
赤
穂
郡
の
か
く
へ
き
よ
し
な
し
︒
い
と
い
ふ
か
し
と
い
へ
り
︒
我
い
ら
へ
け
ら
く
︑
赤
穂
郡
な
り
か
ら
に
あ
ら
ず
︒
此
記
も
と
は
︑
明
石
郡
よ
り
揖
保
郡
ま
て
を
上
の
巻
と
し
︑
赤
穂
郡
よ
り
以
下
を
下
の
巻
と
し
て
二
巻
な
る
へ
し
︒
さ
れ
は
明
石
郡
は
上
巻
の
首
︑
赤
穂
郡
は
下
巻
の
は
し
め
な
る
か
ら
に
︑
破
損
は
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
い
ら
へ
け
れ
は
︑
ま
た
曰
︑
二
巻
な
ら
は
︑
六
郡
つ
ゝ
に
わ
け
て
︑
赤
穂
郡
は
上
巻
の
尾
に
あ
る
へ
き
こ
と
わ
り
な
り
と
い
へ
り
︒
ま
た
こ
た
ふ
︑
郡
の
次
第
に
て
は
さ
る
こ
と
な
か
ら
︑
餝
萬
・
揖
保
の
二
郡
に
里
か
す
お
ほ
け
れ
は
︑
郡
の
か
す
に
は
か
ゝ
は
ら
て
︑
わ
か
ち
た
る
も
の
な
る
へ
し
︒
も
し
ま
た
郡
の
次
第
を
も
て
︑
赤
穂
郡
ま
て
上
巻
な
ら
は
︑
そ
の
上
巻
の
首
尾
の
か
け
し
な
り
と
み
て
も
︑
い
ふ
か
し
き
事
さ
ら
に
な
し
︒
︻
附
箋
︼
播
磨
鑑
云
︑
縮
見
岩
屋
志
深
庄
池
野
村
九
間
ハ
カ
リ
前
︑
七
間
ハ
カ
リ
入
レ
ハ
清
水
ア
リ
︒
其
奥
二
間
ハ
カ
リ
ニ
シ
キ
岩
ア
リ
︒
二
人
御
子
住
玉
ヒ
シ
処
ヲ
二
子
村
ト
云
︒
又
明
石
郡
王
子
村
ニ
二
人
ノ
御
子
住
玉
フ
ト
云
︒
○
逢
染
川
︑
縮
見
北
ノ
小
川
ヲ
云
︒
皇
子
二
人
臣
下
ニ
逢
玉
フ
処
故
名
付
と
あ
り
︒
︻
附
箋
︼
は
り
ま
鑑
云
︑
三
坂
大
明
神
在
志
染
大
柿
村
︑
延
喜
式
ニ
御
坂
ト
有
︒
久
留
美
庄
這
田
村
・
中
石
野
村
志
深
・
大
柿
村
三
処
ニ
有
之
︒
何
レ
ヲ
本
社
︑
何
レ
ヲ
摂
社
ト
モ
不
知
︒
然
レ
ト
モ
大
柿
村
ノ
社
ヲ
本
社
ト
セ
ン
カ
祭
神
九
神
也
︒
正
一
位
三
坂
九
社
大
明
神
ト
云
︒
○
御
酒
大
明
神
在
上
芝
原
村
︒
明
石
ヨ
リ
丑
方
六
里
半
︒
播
磨
国
五
十
座
内
美
嚢
郡
一
座
小
︒
御
坂
神
社
ト
云
々
︒
當
村
ノ
御
酒
大
明
神
則
此
事
也
ト
云
々
︒
酒
坂
文
字
異
也
︒
如
何
︒
又
同
郡
大
谷
山
伽
耶
院
ノ
境
内
ニ
三
坂
大
明
神
有
︒
是
ハ
三
坂
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ト
書
ク
︒
三
木
郡
志
深
庄
上
村
ニ
三
坂
大
明
神
ト
有
︒
是
ヲ
上
芝
原
村
ヘ
勧
請
ナ
ル
ヘ
シ
︒
是
ハ
祭
礼
三
月
廿
九
日
ヨ
リ
四
月
朔
日
マ
テ
也
︒
伽
耶
院
境
内
ノ
明
神
也
︒
上
村
ヨ
リ
ノ
勧
請
ナ
ル
ヘ
シ
と
あ
り
︒
ま
た
上
芝
原
村
祭
礼
は
九
月
十
一
日
な
り
︒右
の
件
い
と
〳
〵
ま
き
ら
は
し
︒
○
垂
仁
紀
一
云
︑
初
天
日
槍
乗
艇
泊
于
播
磨
國
在
於
宍
粟
邑
云
々
と
み
え
︑
揖
保
郡
揖
保
里
件
に
天
日
槍
命
到
於
宇
頭
川
底
而
乞
宿
處
於
葦
原
志
擧
乎
命
云
々
と
あ
り
て
︑
ま
た
宍
禾
郡
の
其
處
︑
此
處
に
日
槍
の
取
為
あ
る
と
は
事
の
趣
き
よ
く
合
ひ
た
り
︒
さ
て
宇
頭
川
は
源
︑
但
馬
・
因
幡
の
二
國
よ
り
出
て
︑
宍
禾
郡
の
北
方
な
る
御
方
あ
た
り
よ
り
山
崎
・
比
治
の
東
︑
須
加
・
川
音
な
と
の
西
を
な
か
れ
て
︵
︶
揖
保
郡
の
佐
々
村
へ
出
て
︑
林
田
の
西
を
な
か
れ
︑
そ
れ
よ
り
立
野
・
正
條
の
東
を
な
か
れ
て
︑
う
つ
ま
く
淵
に
い
た
れ
り
︒
さ
れ
26は
日
槍
︑
韓
國
よ
り
渡
来
て
︑
ま
つ
宇
頭
川
の
底
に
船
は
て
ゝ
︑
そ
れ
よ
り
川
の
ま
に
〳
〵
の
ほ
り
︑
出
ゆ
き
し
事
︑
ま
の
あ
た
り
見
る
こ
ゝ
ち
す
る
︒
然
る
に
此
記
に
も
和
名
抄
に
も
出
浅
邑
の
み
え
た
る
は
い
か
に
︒
今
︑
山
崎
よ
り
二
丁
は
か
り
東
︑
須
加
よ
り
は
四
丁
は
か
り
乾
方
に
︑
出
石
と
書
て
イ
ダ
イ
シ
と
い
ふ
處
あ
り
︒
是
や
︒
垂
仁
紀
に
み
え
た
る
出
浅
邑
の
ま
か
ひ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
お
し
は
か
る
ゝ
な
り
︒
猶
よ
く
尋
ね
ま
ほ
し
︒
︿
日
槍
︑
い
つ
く
は
あ
れ
と
︑
宇
頭
川
の
も
と
に
至
れ
る
は
︑
伊
和
大
神
に
や
と
り
を
こ
は
ん
た
め
な
る
へ
し
﹀
ま
た
い
は
く
︑
天
日
槍
志
許
乎
命
に
宿
請
し
︿
伊
和
大
神
は
播
磨
国
の
主
神
に
ま
せ
は
︑
此
大
神
に
宿
こ
ひ
し
は
諾
に
そ
有
け
る
﹀
を
は
し
め
︑
そ
れ
よ
り
宍
禾
郡
に
到
り
て
志
許
乎
命
と
種
々
の
事
あ
り
し
は
︑
時
代
い
た
く
違
ひ
た
る
さ
ま
な
れ
と
︑
然
に
は
あ
ら
す
︒
是
は
伊
和
社
坐
大
名
持
御
魂
神
顕
御
身
に
成
ま
し
て
の
事
な
り
︒
然
る
を
日
槍
と
事
あ
る
處
に
は
︑
い
つ
れ
も
伊
和
大
神
と
は
な
く
て
︑
葦
原
志
許
乎
命
と
あ
る
は
︑
い
か
に
と
な
れ
は
︑
日
槍
は
韓
國
の
王
の
子
な
れ
は
︑
そ
れ
に
對
へ
て
大
神
の
雄
々
し
き
御
名
を
挙
て
︑
お
の
つ
か
ら
に
御
稜
威
を
か
ゝ
や
か
さ
ん
の
心
し
て
な
る
へ
し
︒
ま
た
處
々
に
伊
和
大
神
云
々
と
あ
る
は
︑
み
な
此
処
の
こ
と
く
御
魂
神
の
顕
御
身
に
成
ま
し
て
の
御
取
為
な
り
︒
さ
て
ま
た
神
前
郡
堲
岡
里
件
に
は
大
汝
命
と
あ
り
︒
此
処
も
神
代
の
事
の
こ
と
く
も
聞
ゆ
れ
と
︑
猶
二
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
︶
︵
近
藤
︶
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神
と
も
に
御
魂
神
の
御
取
為
な
る
物
か
ら
小
日
子
尼
命
と
い
ふ
に
對
へ
て
伊
和
大
神
と
は
い
は
て
︑
大
汝
命
と
い
へ
る
な
る
へ
し
︒
︿
大
汝
命
は
多
く
の
御
名
あ
れ
と
︑
少
毘
古
那
命
に
む
か
へ
い
ふ
時
は
記
紀
・
萬
葉
に
も
み
な
大
汝
命
︽
大
名
持
・
大
己
貴
︾
と
の
み
あ
れ
は
︑
こ
ゝ
も
そ
の
趣
意
な
る
へ
し
﹀
此
外
に
ま
た
餝
磨
郡
伊
和
里
の
件
に
︑
昔
大
汝
命
之
子
火
明
命
云
々
と
あ
り
︒
是
も
伊
和
大
神
の
御
所
為
な
れ
と
︑
伊
和
君
等
云
々
と
も
あ
れ
は
︑
そ
れ
に
混
は
ん
と
心
し
た
る
も
の
か
︒
又
は
伊
和
大
神
は
や
か
て
大
汝
命
の
御
魂
神
な
れ
は
︑
後
の
さ
か
し
ら
に
大
汝
命
と
は
書
た
る
に
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
︒
○
揖
保
郡
林
田
里
件
に
︑
塩
阜
云
々
︒
牛
馬
鹿
等
嗜
而
飲
之
︒
ま
た
宍
禾
郡
高
家
里
件
に
も
塩
村
云
々
︒
牛
馬
等
嗜
而
飲
之
と
あ
り
︒
こ
の
二
処
と
も
に
不
飲
と
あ
り
し
不
の
字
の
脱
た
る
も
の
な
る
へ
し
︒
嗜
而
飲
之
に
て
は
︑
こ
と
わ
り
聞
え
か
た
し
︒
猶
塩
阜
の
卅
里
も
い
ふ
か
し
︒
○
賀
古
郡
賀
古
松
原
の
次
に
︑
須
受
武
良
首
云
々
︒
天
皇
勅
云
好
告
哉
︒
故
号
告
首
云
々
︒
餝
磨
郡
伊
和
里
十
四
丘
の
下
に
︑
曰
告
斉
︑
ま
た
紀
に
麛
坂
王
忍
熊
王
共
出
菟
餓
野
而
祈
狩
之
曰
と
あ
る
告
首
の
ツ
ゲ
も
︑
告
斉
の
ツ
ゲ
も
︑
菟
飲
︵
マ
マ
︶野
の
ツ
ガ
も
︑
み
な
一
ツ
事
よ
り
お
こ
り
た
る
な
ら
ん
か
︒
何
と
か
似
よ
り
て
き
こ
ゆ
︒
―48―
此
圖
朱
モ
テ
書
ル
ハ
︑
風
土
記
ニ
ミ
エ
タ
ル
処
ナ
リ
︒
マ
タ
朱
モ
チ
書
タ
ル
頭
ニ
●
此
印
ア
ル
ハ
︑
正
シ
ク
今
ア
レ
ト
吾
ソ
ノ
処
ヲ
シ
ラ
サ
ル
処
ナ
リ
︒
マ
タ
墨
モ
テ
書
タ
ル
頭
ニ
朱
ニ
テ
●
ア
ル
ハ
︑
オ
ノ
カ
考
ヘ
タ
ル
処
也
︒
岡
平
保
﹃
播
磨
風
土
記
考
﹄
翻
刻
︵
下
︶
︵
近
藤
︶
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右
播
磨
風
土
記
考
播
磨
國
揖
西
郡
室
津
加
茂
神
社
祠
官
岡
平
満
蔵
本
明
治
廿
一
年
五
月
編
修
長
重
野
安
繹
採
訪
明
年
十
一
月
謄
寫
了
注
︵
︶
位
曰
︑
福
地
・
金
近
・
長
尾
・
平
福
・
佐
用
︑
コ
レ
ラ
江
川
郷
ト
は
り
ま
鑑
ニ
ミ
エ
タ
リ
︒
18
︵
︶
徳
久
村
ハ
柏
原
庄
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
︒
19
︵
︶
三
日
月
・
乃
井
野
・
本
郷
︑
是
ら
船
引
庄
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
︒
20
︵
︶
櫛
田
村
・
中
嶋
村
︑
是
は
宇
野
郷
と
同
し
鑑
に
あ
り
︒
21
︵
︶
恩
澤
寺
は
高
家
郷
上
寺
村
に
あ
り
︒
山
崎
よ
り
二
里
北
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
︒
22
︵
︶
元
ハ
五
十
日
婆
ナ
ル
ヘ
シ
︒
23
︵
︶
曽
坂
・
砂
川
・
金
竹
・
細
野
・
岩
屋
・
津
熊
・
太
尾
・
牧
野
・
山
田
・
多
田
・
粟
橋
・
酒
井
・
橋
爪
・
仁
豊
野
・
砥
堀
・
重
国
・
鍛
治
内
・
江
鮒
・
24
薮
田
・
仁
色
︑
是
ら
の
内
に
上
下
東
西
と
二
村
に
な
れ
る
も
あ
れ
は
︑
三
十
は
か
り
あ
り
︒
仁
色
は
神
名
帳
の
新
次
の
訛
り
に
は
あ
ら
ぬ
か
︒
︵
︶
高
松
山
︑
長
明
寺
這
田
庄
高
松
村
に
あ
り
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
︒
25
︵
︶
伊
加
麻
川
ト
云
モ
︑
ヤ
カ
テ
此
流
ニ
テ
︑
ソ
ノ
ア
タ
リ
ノ
名
ナ
ル
ヘ
シ
︒
26
︵
こ
ん
ど
う
さ
ち
こ
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
︶
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